
「2024 年度版あいちの男女共同参画（2023 年度年次報告書）」の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜主な内容＞ 

 
 
１ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大  

(1)県の審議会等委員への女性の登用率（2024 年４月１日現在） 

県の審議会等委員数は

1,189人（前年度1,187人）、

うち女性数は 420 人（前年度

410 人）で、女性の登用率は

35.32％（前年度 34.54％）と

なっている。 

 

(2) 県職員の管理職に占める女性の割合（2024 年４月１日現在） 

女性の管理職（課長級以上）の割合は 14.83％（前年度 13.62％）となっている。 

 

 

 

目標：県の審議会等に占める

女性委員の割合  

40％以上 60％以下 

（2025 年度末） 

 

図１：県の審議会等委員への女性の登用率の推移 

目標：県職員の管理職に占める女性の割合 15％（2025 年度末） 

第１編 愛知の男女共同参画社会形成の状況 

本報告書は、愛知県男女共同参画推進条例（2002 年４月１日施行）第 14 条の規定に基

づき、2023 年度の男女共同参画の推進に関する施策の実施状況を県議会に報告するもの

です。2003 年度から毎年度実施しております。 

報告書は、条例に基づき 2021 年３月に策定した「あいち男女共同参画プラン 2025」に

掲げた３つの重点目標を実現するために、2023 年度に県が取り組んだ施策のあらましを

中心に、本県の男女共同参画をめぐる状況と、市町村における施策のあらましで構成し

ています。 

また、計画の実施状況を検証するために設定した数値目標の現況値も掲載しています。 

図２：県職員の管理職に占める女性割合の推移 
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２ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）をめぐる状況 

 週労働時間が 60 時

間以上である人の割合

は、20 歳以上のすべて

の年代で女性よりも男

性の方が高くなってお

り、特に 35～54 歳の男

性の割合が高くなって

いる。 

 

 

 

＜2023 年度の主な事業＞ 

 重点目標Ⅰ あらゆる分野における女性の活躍の促進 

・ 女性の活躍促進に向けた取組を積極的に実施する企業等を「あいち女性輝きカンパ

ニー」として認証する取組のほか、女性の再就職や起業の支援等を実施 

・ テレワークなど多様な働き方の推進や男性の育児参加促進など、仕事と生活の両立

支援のための事業や保育所運営費への補助等を実施 

・ 男女共同参画推進活動者の表彰や、防災活動を始めとする様々な分野への女性の参

画を促進する取組などを実施 

重点目標Ⅱ 男女共同参画社会に向けての意識改革 

・ 県の男女共同参画月間である 10 月を中心に「あいち男女共同参画のつどい」のほ

か、各種啓発事業などを実施 

・ 中高生及び大学生等に対して、就業継続の意識付けや、多様な職業選択を可能にす

る意識改革のための取組などを実施 

 重点目標Ⅲ 安心して暮らせる社会づくり 

・ ＤＶの防止に向けた啓発や相談窓口の情報を提供するための啓発資料の作成・配布、

ＤＶ理解の出前講座などを実施 

・ 人権問題についての教育・啓発事業や、母子・父子家庭や高齢者の自立した生活に

対する各種支援などを実施 

 計画の推進 

・ 男女共同参画の推進に関する重要事項を調査審議するため、「愛知県男女共同参画

審議会」を開催 

 

 

 

○ 男女共同参画に関する条例の制定状況（2024 年４月１日現在） 

  19 市町（県内市町村全体の 35.19％）（前年度 19 市町（35.19％）） 

○ 男女共同参画計画の状況(個別計画策定)（2024 年４月１日現在） 

  49 市町村（県内市町村全体の 90.74％）（前年度 49 市町村（90.74％）） 

○ 審議会等委員への女性の登用率（2024 年４月１日現在） 

  29.54％（前年度 28.68％） 

図３：週労働時間が 60時間以上である就業者の割合（2023 年平均） 

第２編 男女共同参画施策のあらまし 

第３編 市町村男女共同参画施策のあらまし 


